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1．はじめに

シンプリファイド・テクニカル・イングリッ

シュ（STE）は、技術英語を理解しやすくす

るための国際規格（ASD-STE100）に基づい

た技術英文作成のルールと用語法である。使

用できる用語や語法を統一、標準化された易

しい構文を使用することを定めた制限言語の

ひとつである。英語を母国語としない人にも、

明確で曖昧さのない英文を提供することを想

定して開発された。

日本においても航空宇宙・防衛業界では、

英文の技術文書にSTEを適用する事例が急速

に増えていることから、本稿ではSTEについ

ての概略を紹介する。

航空宇宙・防衛産業における国際共同プロ

ジェクトでは、共通言語として英語が用いら

れている。その英語は明確で曖昧さのないも

のであると同時に、英語を母国語にしない読

み手にも分かりやすいものでなければならな

い。こうしたことから、ボーイング社など民

間の航空機製造会社の協力のもとに、ヨーロッ

パ航空宇宙産業協会（AECMA）（現在の欧州

航空宇宙防衛工業会（ASD））と、米国航空

宇宙工業会（AIA）によりシンプリファイド・

テクニカル・イングリッシュ（STE）が開発

された。

現在は、ASDおよびAIAを中心としたSTE

のメンテナンス・グループにより、STEの規

格であるASD-STE100 issue 4.0が出されてい

る。このメンテナンス・グループ企業には

British Aerospace、Airbus、Aermacchi、The

Boeing Company、Lockheed Martin、Rolls

Royce、EADS、Dassault、Saab Aerosystems な

どが含まれている。また、アメリカの主要な

航空会社が推進する米国航空運輸協会（ATA）

も国際規格iSpec2200*1において、航空機の保

守・整備に関する英文の技術文書にはASD-

STE100を適用することを求めている。

ATA、AIA、ASDの協力関係が緊密になり、

航空機・宇宙開発機器製造、防衛、航空運輸

の分野における標準化が進んでいる。技術文

書においても2005年5月、共通規格として

S1000D*2が採用された。そのS1000Dでは、技

術英文にSTEを使用することを推奨している。

これにより、仕様書、取付け、取扱い説明書、

保守・整備マニュアルなど、すべての技術英

文にSTEを用いることが求められるようになっ

た。これを受けて、ボーイング社などの航空

機製造会社と請負会社との間の契約書には、

技術英文にSTEを用いることが明記されるよ

うになった。

2．ASD-STE100

ASD-STE100は技術英文作成のためのルー

ルと基本語彙を収録した辞書の2編からなる。

（1）技術英文作成のためのルール

ASD-STE100は用語法、レイアウト、文の

長さ、警告や注意の書き方など、約60の技術

英文作成のルールを収録している。以下はルー

ルのおおまかな骨子である。

・承認語を用いる

・承認語は文書内容に応じて追加・変更して

用いることができる

・より短く易しい表現、文章、段落を用いる

・手順を表す文、説明的な文、警告文、それ

ぞれに適切なスタイルを用いる
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・箇条書きを活用する

・1文につき1つのトピックとする

・易しい文法に基づく文を用いる（複雑な動

詞の用法に基づく難しい文を排除する）

・できるだけ能動態を用いる

・米国英語と英国英語では、米国英語を優先

して使用する（Merriam-Websterに準ずる）

（2）基本語彙を収録した辞書

辞書には、あらゆる分野の技術英文で使用

可能な一般的な語句が準備してある。あるひ

とつの事柄、状態、行為などを表すのに、複

数の用語が存在する（同義語）場合には、本

スペックではこれらの同義語のうちのひとつ

を選択して承認語とし、他の同義語を非承認

語とする（ひとつの意味＝ひとつの用語）。そ

の選択基準は、分かりやすく曖昧さのないこ

とである。掲載されている承認語（約950語）

には承認語を含んだ承認例文が例示されてい

る。非承認語（約2,000語）には非承認語を含

んだ非承認の例文と書き換えのための承認語、

およびそれを使った承認例文が例示されてい

る。たとえば、何かを「始める」という意味

では“start”が承認語とされ、“commence”、

“initiate”、“originate”は非承認語として掲載

されている。これらの非承認語には非承認語

を含む非承認の例文とそれを“start”を使っ

て書き換えた承認例文が例示されている。

ひとつの用語にいくつかの意味が含まれて

いる（多義語）場合、本スペックではこれら

の意味のうちひとつを選択して、その他の意

味でその用語を使用しない旨が記載されてい

る（可能な限り、ひとつの用語＝ひとつの意

味とする）。たとえば、“to fall”は、“重力で

落下する”ことを意味し、“減少する”とい

う意味では非承認としている。

ASD-STE100の辞書には、“disconnect”、

“general”、“hold”、“sharp”のような一般的な

技術用語が収録されている。英文を書く場合

にはこの一般技術用語に加え、文書内容に応

じた技術用語を追加して辞書を用いる。たと

えば、“bolt”、“grease”、“corrosion”などの名

詞群（テクニカルネームという）、および

“drill”、“anneal”、“upload”などの動詞群

（テクニカルバーブという）を追加する。

3．STE開発の歴史

ASD-STE100の開発の歴史は1979年に遡る。

当時は現在よりもはるかに多くの航空機の製

造会社が存在していた。それらの会社ではみ

なATAスペック（当時のATA100）に基づい

て英文の文書を作成してはいたが、文書スタ

イルはそれぞれに異なっていた。アメリカ英

語で書かれたもの（Boe i n g、Dou g l a s、

Lockheed…）、イギリス英語で書かれたもの

（Hawker Siddeley、British Aircraft Corporation

…）、英語圏以外の手による英語（Fokker、

Aeritalia、後にAirbusとして合併することに

なったいくつかの会社など）があった。

このような状況の中で、ヨーロッパの航空

運輸会社では保守・整備マニュアルを各国の

言語に翻訳しなければならなかった。これが

ヨーロッパの航空運輸産業での大きな問題で

あった。1979年にこれらの航空運輸会社が

AECMAに対し、製造会社によるコントロー

ル・イングリッシュ使用の可能性（すべての

製造会社がこれに従うことが条件）を調査す

るよう要請をした。当時、他の業界で使用さ

れていたコントロール・イングリッシュをい

くつか調査した後、AECMAは自前のコント

ロール・イングリッシュを開発することにし

た。1983年にFokker社のリーダーシップによ

りプロジェクト・グループが発足した。プロ

ジェクトはヨーロッパの工業会だけにはとど

まらなかった。アメリカの航空宇宙産業界も

AIAを通してプロジェクト・グループへの参
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加を招致された。中には、航空運輸会社向け

にすでに一定の標準化を達成しているAIAの

メンバー会社も含まれていた。

こうした協力関係の中でAECMA Simplified

English Guideができあがった。このガイドは

現在ではスペックになり、AECMAが他の2つ

の産業界を統合してASDを結成した後の2004

年にはASD Simplified Technical English、ス

ペックASD-STE100と改称した。

4．STEの導入による効果

STEを用いると、大きくわけて以下の3つ

の効果がある。

1．読み手にとって分かりやすいテキストを

供給できる

2．文書のページ数が減少し、30～40％の文

書コストの削減が可能になる

3．英文ライティングの世界標準に準拠する

結果として読み手、製造会社双方に以下の

具体的な効果がある。

・英文文書作成と翻訳のコストの低減

・製品の使いやすさに寄与

・製品の安全性および信頼性の向上

・製品の価格競争力が向上、リピート顧客が

増加

・カスタマーサポートの費用低減

・再利用と自動化を最大限に活用

・多言語翻訳が容易

・読み手、製造会社双方の時間の節約（タイ

ム・トゥ・マーケット）

5．STEの導入

STEの企業への導入は航空機業界ではボー

イング社をはじめとして急速に拡大している

が、航空機の国際的な共同開発の拡大に伴い、

日本でも主要なメーカーでの導入が進んでい

る。

STEは通例、以下の手順で導入する。

1．辞書の構築

2．テクニカル・ライターに対するトレーニ

ング

3．STEライティング支援ツールの導入

（1）辞書の構築

技術文書で用いられる用語を標準化するに

は、同じ意味を持つ技術用語を選別する。こ

れにより、辞書には承認語と同義語（非承認

語）が含まれることになる。どの語が承認語

にふさわしいかを決定するには、読み手から

見てどの語が最も曖昧性がなく、理解しやす

いかを検討する。言語分析（曖昧な用語を排

除する）と、統計的分析（最もよく使用され

る用語を特定する）により用語が標準化され、

企業の用語リストから曖昧性が排除される。

ASD-STE100が収録している約900の承認語と

2,000の非承認語に加え、このような方法で通

例は2,000から3,000語の技術用語を追加する

ことになる。また、必要に応じてASD-STE100

が収録している用語を削除／変更することも

考慮する。

（2）テクニカル・ライターに対するトレーニ

ング

文書内容を標準化するにはテクニカル・ラ

イターやエディターのトレーニングが必要に

なる。制限用語を使用してルールに従って英

文を作成することを修得するには、2～3日の

トレーニングが一般的である。

（3）STEライティング支援ツールの導入

STEのルールや制限用語にしたがってテキ

ストを作成するには、チェック・ツールが必

要である。このようなツールにより、ルール

に従って文書を作成していることを確認で

き、用語の追加や変更も確実に行うことがで

きる。
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6．まとめ

技術文書の多くは英語で作成されている

が、複雑な文構造、曖昧な文章表現は世界の

読者の混乱を招いている。また、多くの場合

読者の英語力は文書の作成者より低く、英語

を母国語としない読者についてはこの傾向が

顕著なため、明確で効果的な技術英文の作成

が以前にも増して求められている。STEを導

入すると、英文の読みやすさが向上し、誤解

や意味の取り違えが低減するので、技術文書

のグローバルな展開が容易になる。英文のま

まで世界中に技術文書を提供するのが主な目

的であるが、多言語に翻訳する場合の翻訳の

元原稿として使う場合にも、品質、コスト、

時間の面での効果がある。また機械翻訳の元

原稿としても翻訳品質に向上が得られる。

STEは取扱いマニュアルの他、取付け、保

守・整備マニュアル、製品仕様書などの文書

に適しているため、現在では航空宇宙産業を

はじめとしたさまざまな業界でも使用されて

いる。安全性に対するリスクが低減され、操

作や保守作業中の損害、製造物責任のリスク

最小化にも効果を発揮するため、日本でも航

空機業界はもちろん、機械、工作機、建設機

器、IT業界などでもSTEの導入が進んでいる。

航空機業界では製品と工程が一段と複雑化

する一方で、国際共同開発プロジェクトによ

るグローバルな市場での製品納入が進んでい

るため、規格と契約により、日本企業は製品

情報の国際化のより高度な対応を迫られてい

る。

注）
*1 ATA iSpec2200

ATA iSpec2200は米国航空運輸協会（Air

Transport Association：ATA）により開発され

た。航空運輸業界におけるグローバルなスタ

ンダードである。航空機エンジニアリング、

保守、航空業務に関する情報のコンテンツ、

構造、電子交換のためのガイドラインを提供

している。保守のための要求事項、手順、航

空機制御管制と航空業務に関する一連のデー

タスペックを公開している。iSpec 2200は

ATA Spec 100とSpec 2100が統合することで開

発され、航空機保守に関する技術文書作成の

ガイダンスを提供している。
*2 S1000D

S 1 0 0 0Dは共通ソース・データベース

（Common Source Database：CSDB）を利用し

たテクニカル・パブリケーションのインター

ナショナルなスペック。オリジナルはヨーロッ

パ航空工業会（Association Européenne des

Constructeurs de Matériel Aéospatial：AECMA）

から、ECに紹介された。S1000D™は当初、

テクニカル・パブリケーションの調達と制作

のための国際スペックとして登場した。何年

も経るうち、このスペックはノン・テクニカ

ルなパブリケーションや、トレーニング材料

にも適用されるようになってきた。現在では、

S1000DスペックはAECMAを前身とするASD

およびAIA、ATAによってサポートされてお

り、The Steering Committee（SC）がスペック

の保守にあたっている。現在、米国防総省、

民間および軍用の航空機メーカー、航空会社

など、航空宇宙関連機器を開発する多くの組

織がS1000Dの導入を進めており、将来は、業

界ではこのスペックへの準拠が必須となると

考えられている。


